
だ
よ
り
」
も
目
を
引
い
た
。
出
品

数
は
、
昨
年
を
大
き
く
超
え
る
8

点
で
あ
っ
た
。

1
1婦

人
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
大
変

好
調
で
あ
っ
た
。

日
～

日
の

3

4

日
間
、
設
け
た
呈
茶
席
に
は
、

2来
場
者
の
多
く
が
立
ち
寄
り
茶
道

に
よ
る
茶
を
一
服
い
た
だ
い
た
。

日
の
末
崎
中
学
校
体
育

4
館
を
会
場
と
す
る
舞
台
部
門

に
は
、
保
育
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
一

般
、
踊
り
の
お
師
匠
さ
ん
な

ど
多
く
の
皆
様
の
ご
出
演
が

あ
り
、
観
客
の
皆
様
を
魅
了
、

そ
し
て
楽
し
ま
せ
た
。

今
年
の
町
民
文
化
祭
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
か
つ
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
成
功

裏
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
展

示
部
門
に
出
品
、
舞
台
部
門

に
ご
出
演
の
皆
様
は
じ
め
会

場
設
営
、
後
片
付
け
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

あ
ら
た
め
て
心
か
ら
御
礼
を

作
業
タ
イ
ム

時

分
～

時

9

15

12

場

所ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催ど
こ
竹

武
蔵
野
三
鷹

@

末
崎
グ
ル
ー
プ
代
表

村
上
正
吉

協

力末
崎
地
区
公
民
館

☎

-29
2
9
5
5

材
料
準
備
数

個
分
準
備
し
て
お
り
ま

50
す
。
な
く
な
り
次
第
終
了
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
早
め
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

参
加
料材

料
代
と
し
て

個

円

1

3
0
0

（

世
帯

個
ま
で
）

1

2

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

12

8

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お

困
り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で

下
さ
い
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

12

12

（水）
10

12

月

日

時~

時

12

26

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

金)

ま
で
に
連
絡
を
お

11

30

願
い
致
し
ま
す
。

末
崎
地
区
公
民
館
は

月
11

日
～

日
の

日
間
、
ふ

2

4

3

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
末

崎

中

学

校

体

育

館

を

会

場

に
、
町
民
文
化
祭
を
開
催
し

た
。趣

味
を
生
か
し
て
制
作
し

た
作
品
や

年
間
か
け
て
研

1

究
、
創
作
し
た
作
品
が
絵
画
、

写
真
、
書
、
押
し
花
絵
、
絵

手
紙
、
陶
芸
、
工
芸
、
手
芸
、

鑑
賞
菊
、
生
け
花
な
ど
の
分

野
に
出
展
さ
れ
、
鑑
賞
者
の

心
を
惹
き
つ
け
た
。
ま
た
、

保

育

園

か

ら

園

児

の

貼

り

絵
、
小
学
校
・
中
学
校
か
ら

児
童
・
生
徒
の
絵
画
、
工
作
、

版
画
、
書
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
多
く
の
作
品
が
出
品

さ
れ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は

素
晴
ら
し
い
と
鑑
賞
者
を
唸

ら
せ
る
作
品
が
多
か
っ
た
。

日
々
の
地
域
活
動
を
地
域
住

民
に
知
ら
せ
る
「
平
公
民
館

 

末崎町の石碑・祠・神社(16)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 5

(4) 末崎町のお地蔵様は、次の箇所にあります。その 3
⑬ 中森、麟祥寺境内、やすらぎ地蔵、1体、立像、仏身 110㎝。
建立年 平成 25 年（2013 年）三回忌法要、建立者 全国の妙心
寺派花園会員。
東日本大震災の大津波によって亡くなった、檀信徒 50 人の菩

提を弔うと共に、惨事を忘れず自らが身を守ることを誓って、建
立されました。
⑭ 中森、麟祥寺門柱の上、子安地蔵菩薩、1 体、立像。建立年
昭和 51年（1976年）、建立者 碁石丸船主 大和田友一。
説明板に「為 碁石中家先亡各霊位菩提」とあります。

広辞苑には『子安地蔵とは、妊婦の安産を守護するという地蔵』
とあります。
⑮ 中森、麟祥寺門柱の裏、子供を抱いた地蔵菩薩、2体、立像。1
体は、建立年 平成 17年（2005年）、建立者 尾崎恵□（□部分
は隠れていて見えない）。もう 1 体は、建立年 平成 16 年？建立
者 大下家、熊谷節雄、渡辺マキコ、熊谷達雄。
（前記の外に、管理者、所有者の不明なお地蔵様を集めたと思わ
れるものが長源寺に 18 体、麟祥寺に 50 体あります。また、麟祥
寺境内には、「ほほえみ地蔵」等の多数のお地蔵様があります。）

麟
祥
寺
境
内
「
や
す
ら
ぎ
地
蔵
」
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た

菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
。

に
い
た
し
ま
し
た
。

末
崎
町
に
住
む
高
齢
者
が
安
心
・
安

全
の
中
で
、
明
る
く
楽
し
く
元
気

に
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん

で
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
の
か
な
ど
を
把
握

し
て
、
当
協
議
会
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
検
討

し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
左
記
の
と
お
り

実
施
す
る
も
の
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
別
冊
に
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
公
民
館
か
ら
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

記

１

調
査
対
象

末

崎

町

に

住

む

歳

65

以
上
の
男
女

た

だ

し

、

世

帯

1

に

名

以

上

の

該

当

2
者

が

い

る

場

合

は

、

ど

な

た

か

名

、

ご

1

記
入
く
だ
さ
い
。
（
1

世

帯

人

の

回

答

）

1

２

回
答
方
法

無
記
名
方
式
と
す
る
。

３

回
答
期
間

平

成

年

月

日

30

11

24

～

月

日

11

30

４

調
査
（
回
答
）
用
紙
の

回
収
期
間

平

成

年

月

日

30

12

1

～

月

日

12

7

◎
記
入
（
回
答
）
し
た
用

紙
は
、
配
付
時
の
封
筒

に
入
れ
て
、
回
収
者
に

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

★
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

手
づ
く
り
だ
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
で
立
派

日

時
月

日

時
受
付
開
始

12

9

（日）
9

申
し
上
げ
ま
す
。

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

（
運
営
委
員
会
）
で
は
、

歳
65

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会

町

民

文

化

祭

成

功

裏

に

終

了

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２８８号

平成３０年１１月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


